
理事長挨拶

建学の精神

法人の概要

(1)学 1

′ヽ

(2)役員の数

幼稚園の概要

(単位 :人 ) (3)評議員の数 (単位 :人 )

令和5年度も両国ともに大きな事故もなく、おかげさまで安心・安全を基本として運営できたことは収穫でし
た。また継続してそれぞれに研修活動も活発に行われ、特に焼津豊田幼稚国では外部評価の一環として
EC[Q研修を実施し、一年を通して充実した研修活動を展開することができました。国内活動では新型コロ
ナの5類移行を機に、平常の形での運営に舵を取り、公開保育を含む行事の運営も開放的になつて子ども
や保護者にとっても楽しく充実した―年になつたと思います。今後ともより良い教育環境の構築に向けて努
力してまいる所存です。

「明るく心豊かに」を建学の精神として、4つの教育目標を掲げ、それらを達成すべく、独自の教育課程
のもとに年間指導計画を立案し、日々の保育に精進します。

学校法人名 学校法人 相愛学園
学校法人認可年月日 ) 平成  53 年  12 月 26 日
学校法人登記年月日 遅m 平成  53 年  12 月  28 日

設置する園名

焼津幼稚園 昭和12年 (1937)4月 1日

焼津豊田幼稚園 昭和32年 (1957)4月 1日

選任区分 定 数 実 数 任期

理
　

　

　

事

校長・園長 人 1  人 4 年

評議員 2 人 2 人 4 年

学識経験者 3 人 4 年

人 人 年

人 人 年

人 人

理事計 6 人 6 人 年

監事 2 人 4 年

選任区分 定 数 実数 任期

教職員 4 人
“

     1

'  ^
卒業生 3 人 ●   1

●  ^ 4 年
父母 人 人 年

学識経験者 6 人 r   :V  ^ 4 年

人 人 年

人 人 年

人 人 年

評議員計 13 人 13 人 年

教
育
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標

・
方
針

教育目標の 4つの柱

１

２

じょうぶなからだに
いのちをたいせつに

３

４

やるきのあるこに
よくかんがえるこに

体験学習を中心とした総合的な生活環境の構築を進め、幼児期に
身に着けたい発達課題の達成を目指します。

特徴
情操0曲冶に主眼を置

=.感
性の青咸をわらつての遺静教育・雷票誦薔コ百香τ

=顧
商両
=晟をねらつての体青綸導.量外浚び.自然体験を□生活の●とする。

７

′

Q]

設 置 認 可 年 月 日
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以下の表は6 5月 の現況。令和6年 児2ク ラス42名、4

1224

児2ク ラス43名 、5

l3 4歳児 5歳児

学級名
男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計

担任氏名

つ き
０
０

Ｏ

Ｕ 16 沖 あかね

ほ し
Ｏ

υ 17 17 岩崎 みき

すみれ 11 11 22 22 林 江梨子
ゆ り 11 21 佐藤 里胡

うさぎ 10 11 21 21 伊東 泰美
ひよこ 11 10 21 21

満 3歳児

りんご
う
０
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４

月

” 増田 陽和

24 22 46 22 21 43 17 33
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□

令和 5年度  事 業 報 告  (焼津幼稚園)

事業方針  自分らしく主体的に行動できる子どもの育ちを目指して、個の育ちや全体の育ちを教
職員間で共通理解し、課題を明らかにしながら保育の実践に取り組む。園内研修において

は、遊びが充実するための環境設定の工夫を心がけること、子どもの体幹を育てるための

遊びや生活について考え工夫することをテーマとして進める。個への対応については、一

人ひとりに寄り添い丁寧に幼児理解し、保育や援助について考えていくよう配慮したい。

子どもの成長や課題、保育実践について常に振り返りを重ね、教育計画等の見直しをして

いく。

また、幼児が安全で充実した生活を送ることができるよう施設・設備の点検や。安全管

理に配慮していくよう努める。

□ 具体項目

項 目 計  画 事業の実際

教育計画

・教育課程・指導計画に従つての教

育運営を実践する

・教育経営計画書を作成・配布し、

教育運営や内容への理解を推進

する

・年度初めに、クラス担任以外の教職員全体で

重点目標についての理解や大切にしたいこ

と等について共有する研修を実施し、共通理

解を図るよう心掛けた。

・保護者へ、園の考えや協力をして頂きたいこ

となどは、経営計画書のみならずその都度手

紙で知らせたり、場合によつては個別に話し

たりしながら理解を得ることに配慮してき

た。

研究計画

・反省を踏まえて教育課程・指導計

画を見直していく

。研修テーマを継続する

。子どもの主体的な遊びを支える

ための環境設定について工夫す

る

・園内研修のテーマとして、①昨年から継続し

て “園庭環境の充実と子どもの育ち"につい

て、②子どもの体幹を育てる、という2つの

テーマを設定した。

① 園庭環境については、学期末ごとに振

り返りと次期への課題を挙げて進めた

が、課題に対する実践という点で不十

分であったという反省が残る。

② 近年の子どもの表れから、子どもの体

幹の弱さを痛感していて、日頃の遊び

０
′

・学期末や教育行事後に振り返りを行い、次期

への配慮点や重点について確認 し合いなが

ら進めてきた。



研究計画

・外部の研修への参加

や生活の中で、簡単なことでも継続し

て積み重ねながら体幹の育ちにつなげ

ていくことを願い、進めてきた。実践

してきていることについては成果がみ

られたが、体幹の育ちにつなげるため

に引き続き取り組んでいきたい。

・継続して各クラス間での園内公開保育研修も

実施し、子どもの主体性を育てるための環境

や援助について考える場としてきた。

・県私幼や市主催の各種の研修会については、

可能な限 り積極的に研修に参加 し学ぶ機会

を作った。夏季研修会については、報告会を

開催 し、学びの共有につなげた。

地域

連携計画

・保・小 。中・高校との連携を図る

・未就園児の会の実施

・地域行事への協力、参加をする

・水高実習場見学は実施、 1年生保育体験は、
生徒が絵本を読み間かせ した りするふれあ

いの時間として実施した。

・藤枝養護焼津分校 2年保育体験も同様に実

施。

・教育実習の学生を受け入れ実習指導を行った

。「めだかちゃんの会」は 4月 から3月 まで実

施。

・地域の店舗の藻用紙に際し、園児の絵を出品

した。焼津公民館 “文化のまつり"に年長児

有志が参加。

施設

設備計画

・ローラー滑り台撤去

。東側フェンス修繕

・ローラー滑り台を撤去、フェンスについては

次年度の事業とした。

管理

運営計画

・各種アンケー トを実施し、成果と

課題を明らかにし、自己点検・評

価につなげる。

・学校関係者評価を通して外部評

価を推進する。

・定期的に防災避難訓練を実施。

・教育行事ごとにアンケー トを実施し、保護者

の声から子どもの成長や行事運営の成果と

課題、保護者のユーズ等について探った。

・各職員、園長ともに自己点検・評価を行い、

その結果をもって学校関係者評価を実施し

た。

・避難訓練については、毎月実施、主に津波避

′0
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